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５．２ 高等専門教育小委員会 

（１）活動経緯と活動目標 
【活動経緯】 

・高等専門教育小委員会は、高等専門学校、専門学校における土木教育について、そのあり

方や情報交換を行うことを目的として活動してきた． 

・これまで，以下の活動を企画し，継続的に展開してきている． 

 ①土木教育に関する高専および専門学校における全国的な調査を行うと共に、高専 

  および専門学校における全国的な土木教育ネットワークを構築する 

 ②高専および専門学校の学生版土木学会誌シビルタイムを発刊する 

 ③講演会・講習会・シンポジウムを開催し、情報交換の場をつくる 

 ④優秀な学生の表彰を行い、学生中心の学会誌を発刊する 

 ⑤学生対象の研究発表会を開催する 

  

【H25～26年度活動目標】 

・土木教育賞の実施（継続活動） 

・土木学会全国高専学術講演会の開催（継続活動） 

・シビルタイムの発刊（継続活動） 

・専門学校部門における活動の活性化（継続活動） 

上記を通じて高等専門学校，専門学校における土木教育のあり方，土木教育のための情報交

換を行い，高等専門教育分野での土木教育の発展に寄与すしていくことを目標とする． 

 
（２）活動成果 
・平成 25 年度，26 年度の活動成果は下表のとおりである． 

 活動成果 

活動項目 平成25年度 平成26年度 

1.土木教育賞 ・4名，1団体を表彰 ・2名を表彰 

2.全国高専学術講演会 ・休止中 
・発表の場を別の機会に求め，

今後は実施しないこととした．

3.シビルタイムの発刊 

・シビルタイムズ第2号，第3号

発刊 (PDF 版) 

 

 

・シビルタイムズ第4号発刊 

(PDF 版)  

※第5号は発刊準備中 

5月1日発刊予定 

4.アンケート調査 

・高専，専門学校の防災教育の

実態に関するアンケート調査

の実施 

 

 

 

・高専の防災教育の実態に関す

るアンケート調査の分析・整理

・論文集「高専教育」に投稿 

・第6回土木と学校教育フォー

ラムでポスター発表 

5委員会の開催 

・2回開催 

 第１回 9月22日 6名参加 

  会場：福岡建設専門学校 

 第２回 2月15日 5名参加 

  会場：明石高専 

 

・2回開催 

 第１回 9月13日 6名参加 

  会場：徳山高専 

 第２回  2月7日 7名参加

  会場：明石高専 
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  Civil Times 第 4 号（2014 年 10 月 1 日発行）の見本 
   ※A3 版 2 ページの PDF で配布． 
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（３）今後の活動 
・H27 以降の活動方針を以下に示す． 

 

1.土木教育賞の継続実施  （高専生，専門学校生および専攻科生を対象とする） 

 ※高専と専門学校では修業年限が異なるため，活動内容の濃淡があり，表彰規定もそれに 

対応した運用が必要との議論が出ている．このため，H27 年度以降，規定の見直しを検 

討し，専門学校生の応募をしやすくする予定である． 

 

2.シビルタイムズの定期刊行（年 2回．PDF 版） 

  春と秋に定期刊行することを目指す． 

 

3.土木系高等専門教育に関するアンケート調査と成果の活用 

 （防災教育の実態調査など） 

  現在， 

 

 

4.委員会の定期開催    （年 2回予定．委員会メンバーの拡大．ネットワークの強化） 

  年 2 回，各高専・専門学校を会場に情報交換を行う． 

  委員会メンバーの拡大方向として，各地方の高専教員を配置したい． 

  現在のメンバーは，北海道・東北 1名，近畿 1名，中国・四国 2名，九州 1名となって

おり，関東，東海のメンバーを拡大する． 

   

5.活動報告の場を検討・整備（全国高専学術講演会からの変更） 

  （1）土木と学校教育会議との連携 

     土木と学校教育フォーラムにてポスター発表するなどの連携を実施中． 

  （2）論文集「高専教育」にて論文掲載 

    ※高専教育から高専学会，土木学会論文集へシフトさせる． 

  （3）情報発信機能の充実 

     ・高等専門教育小委員会の web ページの作成 

      ⇒2015 年度に運用予定 

     ・Facebook などの活用 

      ⇒現在検討中    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




